
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
か

ら
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
と
、

そ
こ
に
暮
ら
す
伸
び
伸
び
と
し
た

子
ど
も
た
ち
と
の
日
々
を
、
な
つ

か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
私
の
幼

少
期
に
は
、
鎖
川
を
今
井
地
籍
の

上
流
ま
で
友
だ
ち
と
行
き
、
魚
捕

り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
覚
え
が

あ
り
ま
す
。

③
先
輩
に
誘
わ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
松

本
山
雅
の
応
援
に
打
ち
込
ん
で

い
ま
す
。
ホ
ー
ム
の
試
合
ア
ル

ウ
ィ
ン
で
は
家
族
が
中
心
に
、
ア

ウ
ェ
ー
の
（
遠
方
の
）
試
合
で
は

私
が
と
い
う
分
担
で
す
。
そ
ん
な

な
か
、
い
つ
も
一
緒
に
な
る
方
と

知
り
合
い
に
な
る
な
ど
の
、
応
援

の
輪
の
広
が
り
を
感
じ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
も
う
一
歩
で
の
Ｊ
１

昇
格
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
今
年
こ
そ
は
と
念
じ
て
の
応

援
で
す
。

④
幼
稚
園
・
小
学
校
・
養
護
学
校

の
教
員
を
し
、
こ
の
3
月
ま
で
は

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
で
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
思
い
出
多
い
こ

こ
今
井
の
地
で
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
や
地
域
の
方
々
と
と
も
に
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
見

経
験
の
総
ま
と
め
を
し
、
今
井
の

方
々
に
、
少
し
で
も
恩
返
し
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
今
後
、
大
き
く
変
わ
る
で
あ
ろ

う
人
工
知
能
を
駆
使
す
る
世
の
中

で
、
生
き
抜
い
て
い
く
今
井
の
子

ど
も
た
ち
が
、
自
立
し
未
来
を
切

り
開
い
て
い
く
た
め
に
、
本
当
に

必
要
で
あ
る
力
「
不
易
流
行
」
は

何
か
を
共
に
模
索
し
な
が
ら
、
確

実
に
そ
の
力
を
つ
け
て
い
け
る
よ

う
、
先
生
方
や
保
護
者
、
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
、
今
井
の

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
お
世
話
に
な

り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

①
松
本
市
神
林
で
す
。

②
以
前
今
井
小
学
校
に
教
員
と
し

近
頃
巷
で
は
猫
ブ
ー
ム
で

す
。
そ
の
き
っ
か
け
は
動

物
写
真
家
岩
合
光
昭
さ
ん

の
写
真
や
世
界
各
地
の
猫

の
映
像
、
猫
の
沢
山
住
む

島
等
で
し
ょ
う
か
▼
昔
か

ら
諺
に
あ
る
よ
う
に
常
に
人
間
の

周
り
に
い
ま
し
た
。
ね
ず
み
を
捕

る
為
に
飼
わ
れ
て
い
た
頃
と
違
い
、

ペ
ッ
ト
と
し
て
お
い
し
い
餌
を
も

ら
い
、
家
の
中
で
人
々
の
癒
し
に

貢
献
し
て
い
ま
す
▼
我
が
家
に
も

二
匹
、
畑
に
は
五
匹
の
猫
が
い
ま

す
。
家
の
猫
に
対
し
息
子
夫
婦
や

孫
は
猫
な
で
声
…
高
級
な
餌
を
与

え
、
鈴
を
つ
け
、
不
思
議
な
名
前

を
付
け
、
一
喜
一
憂
…
。
畑
の
猫

は
捨
て
猫
を
飼
う
羽
目
に
な
り
、

名
前
は
毛
色
か
ら
黒
、
白
、
豆
と

い
い
加
減
で
す
が
結
構
可
愛
い
で

す
▼
避
妊
手
術
を
し
た
り
、
餌
代

も
競
争
で
食
べ
た
り
す
る
の
で
か

な
り
の
出
費
で
す
。
で
も
畑
の
中

を
つ
い
て
歩
く
、
た
ま
に
ね
ず
み

を
捕
る
、
お
茶
の
時
間
は
顔
を
揃

え
、
夫
婦
に
と
っ
て
会
話
に
事
欠

か
な
い
ま
さ
に
癒
し
の
猫
達
で
す

▼
犬
派
、
猫
派
と
分
か
れ
ま
す
が

私
は
両
方
大
好
き
で
、
以
前
は
犬

も
二
匹
連
れ
て
散
歩
し
て
い
ま
し

た
。
犬
の
方
が
愛
情
表
現
が
豊
か

で
し
ょ
う
か
…
犬
も
い
い
な
あ
…

▼
一
句
ひ
ね
っ
て

植
木
鉢
猫
の
ま
あ
る
く
立
夏
か
な

（
Ｙ
・
Ｆ
）

本
年
4
月
、
人
事
異
動
に
よ
り
今
井
地
区
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
、
公
の

職
に
就
か
れ
て
い
る
方
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

①
出
身
地
　
②
今
井
の
印
象
　
③
趣
味
な
ど
　
④
今
後
の
抱
負

今
井
小
学
校
校
長久

保
田
文
章

今
井
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

松
下
謹
四
郎

松
本
警
察
署
空
港
北
交
番
所
長

小
林
　
哲

①
駒
ケ
根
市
中
沢
出
身
で
す
が
、

平
成
８
年
よ
り
松
本
市
寿
に
居
を

構
え
て
い
ま
す
。

②
地
域
・
家
庭
で
温
か
く
子
ど
も

を
育
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
理
想

的
な
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

③
小
学
校
３
校
、
中
学
校
５
校
、

養
護
学
校
２
校
と
様
々
な
場
で
学

ん
で
き
ま
し
た
。
初
任
校
は
松
本

養
護
学
校
で
あ
り
、
各
地
を
一
周

し
て
、
最
後
に
今
井
の
地
に
戻
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
定
年
ま
で
残

り
わ
ず
か
で
す
が
、
今
ま
で
の

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

①
生
ま
れ
は
、
長
野
市
若
穂
で
す
。

警
官
と
な
っ
て
か
ら
は
、
飯
田
市
、

小
諸
市
、
松
本
市
、
安
曇
野
市
で

勤
め
て
い
ま
す
。
松
本
署
の
勤
務

は
通
算
で
６
年
目
と
な
り
ま
す
。

②
な
ん
と
い
っ
て
も
信
州
ま
つ
も

と
空
港
が
あ
る
こ
と
。
松
本
山
雅

の
大
応
援
が
畑
に
木
霊
す
る
な

か
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
轟
音
と
と
も

に
空
を
渡
っ
て
い
く
美
し
さ
に
胸

を
打
た
れ
ま
し
た
。

③
趣
味
は
写
真
で
す
。
大
き
な
一

眼
レ
フ
を
首
か
ら
下
げ
て
、
季
節

を
求
め
東
へ
西
へ
。
綺
麗
な
花
を

見
て
は
胸
を
と
き
め
か
せ
…

皆
さ
ま
良
い
撮
影
場
所
が
あ
り
ま

し
た
ら
是
非
教
え
て
く
だ
さ
い
。

④
当
交
番
は
、
今
井
地
区
を
含
め

５
地
区
を
統
合
し
た
広
大
な
管
内

と
な
っ
て
い
ま
す
。
治
安
の
維
持

に
は
、
私
共
の
頑
張
り
に
加
え
て
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
う
こ
そ
今
井
へ
！

よ
う
こ
そ
今
井
へ
！

お
世
話
に
な
り
ま
す
！

お
世
話
に
な
り
ま
す
！
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開
発
・
空
港
対
策
委
員
長

衛
生
協
議
会
長

今
井
地
区
公
害
対
策
委
員
長 

【
民
生
児
童
委
員
協
議
会
】

会
長
（
上
新
田
・
堂
村
）

副
会
長
（
公
園
西
）

　
中
村
・
中
沢
・
下
新
田

　
境
新
田
・
東
耕
地

　
南
耕
地
・
西
耕
地

　
北
耕
地
・
北
今
井 

　
野
口
・
古
池
・
西
原

　
主
任
児
童
委
員

町
会
婦
人
部
長

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
長

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
長

福
祉
ひ
ろ
ば
推
進
委
員
長

今
井
福
祉
協
議
会
長

子
ど
も
会
育
成
会
長

消
防
団
第
20
分
団
長

交
通
安
全
協
会
支
部
長

鉢
盛
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

今
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

今
井
保
育
園
保
護
者
会
長

今
井
小
学
校
長

鉢
盛
中
学
校
長

県
立
松
本
養
護
学
校
長

今
井
保
育
園
長

今
井
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

Ｊ
Ａ
今
井
支
所
長

今
井
道
の
駅
駅
長

鎖
川
土
地
改
良
区
理
事
長

中
信
平
右
岸
土
地
改
良
区
担
当
理
事

空
港
北
交
番

◇
今
井
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

後　

報　
　

三
村　

清
亀

三
村　

清
亀

古
川　

義
郎

中
村
美
智
子

齊
藤　
　

明

須
澤　

秀
子

大
槻　

義
治

三
村　

和
子

中
島　
　

親

桃
井
多
美
子

本
間　

舞
美

 

村
山
三
代
子

篠
田
み
ほ
子

山
本　

正
男

櫻
井　

昭
仁

丸
山　

祐
介

清
澤　

考
一

丸
山　

祐
介

清
澤　

靖
仁

櫻
井　

伸
彦

上
條　

美
香

久
保
田
文
章

湯
本　

武
司

片
桐　

義
章

髙
橋　

章
子

松
下
謹
四
郎

中
村　

吉
孝

塩
原　

資
史

櫻
井　

利
彦

上
條
八
百
喜

小
林　
　

哲

櫻
井　

昭
仁

＊
山
本　

正
男

　

清
澤　

茂
生

三
村　
　

治

＊
水
畑　

弘
志

＊
丸
山　

陽
之

＊
中
沢　

秀
昭

＊
須
澤　

徹
夫

＊
上
條　

春
義

上
條　

忠
茂

池
田　

直
樹

前
田　

正
彦

一
ノ
瀬
悦
夫

＊
福
澤　

武
敏

中
村　
　

明

（
＊
印
は
町
内
公
民
館
長
兼
務
）

三
村　

直
治

藤
牧　

元
茂

清
澤　

昌
哉

大
槻　

詔
一

小
林　

昌
史

前
田　

治
紀

古
川　

和
洋

髙
橋　

俊
勝

溝
上
恭
一
郎

武
居　

孝
治

セ
ン
タ
ー
長

セ
ン
タ
ー
職
員

 　
　
　
〃　
　

今
井
担
当
保
健
師

◇
福
祉
ひ
ろ
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

◇
今
井
公
民
館
関
係

　
公
民
館
長

　
公
民
館
主
事

　
公
民
館
運
営
委
員
長

　
図
書
視
聴
覚
委
員
長

　
文
化
委
員
長

　
体
育
委
員
長

　
館
報
編
集
委
員

　
　
委
員
長

　
　
副
委
員
長

上
條　

博
文

大
久
保
圭
司

今
溝　

由
佳

上
杉　

章
子

山
本　

松
雄

伊
藤
き
く
み

藤
澤　

康
雄

今
井　
　

学

三
村　

直
治

　
　
　
　
　
　
　
　

野
尻　
　

光

　
　
　
　
　
　
　
　

 

櫻
井　

英
彰

村
山　

和
男

　

丸
山　
　

毅

櫻
井　

伸
彦

　

古
池　

健
一

　

野
尻　

和
彦
（
兼
全
市
版
）

　

花
岡　

幸
子　
　

 

丸
山
あ
や
め

　

長
村　

知
子　
　

 

古
田　

淑
子

網
掛
け
は
、
28
年
度
よ
り
の
留
任
者

　

【
町
会
長
】

連
合
会
会
長
（
西
耕
地
）

連
合
会
副
会
長
（
堂　
村
）

　
上
新
田
町
会
長

　
中　
村　
〃

　
中　
沢　
〃

　
下
新
田　
〃

　
境
新
田　
〃

　
東
耕
地　
〃

　
南
耕
地　
〃

　
北
耕
地　
〃

　
野　
口　
〃

　
古　
池　
〃

　
西　
原　
〃

　
北
今
井　
〃

　
公
園
西　
〃

【
町
内
公
民
館
長
】

館
長
会
会
長
（
中
村
）

館
長
会
副
会
長
（
野
口
）

　
上
新
田
公
民
館
長

　
西
耕
地　
〃

　
北
耕
地　
〃

　
古　
池　
〃

　
西　
原　
〃

　
公
園
西　
〃

体
育
協
会
長

財
産
区
議
長

　
３
月
28
日
（
火
）、
今
井
公
民
館

主
催
、
春
休
み
特
別
企
画
の
視
察

研
修
に
21
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
野
辺

山
宇
宙
電
波
観
測
所
。
標
高

1
3
5
0
メ
ー
ト
ル
。
水
蒸
気
が

少
な
く
空
気
が
澄
ん
で
い
て
、
し

か
も
高
冷
地
で
あ
り
な
が
ら
雪
が

少
な
い
こ
と
で
設
置
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
遠
く
か
ら
も
ひ
と
き
わ
目

を
引
く
直
径
45
メ
ー
ト
ル
の
電
波

望
遠
鏡
。
世
界
最
大
級
の
サ
イ
ズ

で
、
感
度
が
高
く
、
近
く
の
宿
舎

の
電
子
レ
ン
ジ
の
雑
音
を
拾
っ
て

し
ま
い
、
宇
宙
か
ら
の
電
波
か
ど

う
か
な
か
な
か
判
別
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
ほ
ど
で
す
。

　

昼
食
の
後
は
、
Ｊ
Ｒ
線
の
中
で

は
最
も
標
高
の
高
い
野
辺
山
駅
か

ら
小
海
線
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に

体
験
乗
車
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
で
発
電
し
た
電
気
で
モ
ー
タ
ー

を
駆
動
し
て
走
行
す
る
た
め
、
省

エ
ネ
で
静
か
。
高
原
の
雰
囲
気
を

壊
さ
な
い
車
両
な
の
で
す
。

　

最
後
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
・
野

辺
山
駐
在
所
で
説
明
を
受
け
た

後
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を

し
ま
し
た
。
野
辺
山
高
原
一
帯
で

は
、
冷
涼
な
内
陸
性
気
候
を
利
用

し
た
レ
タ
ス
な
ど
の
葉
物
野
菜
を

中
心
に
生
産
し
、
品
質
保
持
の
た

め
、
真
空
予
冷
施
設
や
低
温
輸
送

車
を
利
用
し
て
全
国
に
出
荷
し
ま

す
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て

育
苗
し
、
一
人
平
均
４
町
歩
の
畑

に
手
植
え
を
す
る
ほ
か
、
苗
は
周

辺
市
町
村
に
も
出
荷
さ
れ
る
そ
う

で
す
。

　

一
見
関
係
が
な
さ
そ
う
に
見
え

る
宇
宙
と
農
業
。
長
野
県
な
ら
で

は
の
標
高
の
高
さ
と
冷
涼
な
気
候

を
利
用
し
て
い
る
と
理
解
し
ま
し

た
。

「
高
原
農
業
と
宇
宙
を
学
ぶ
」

             

　
視
察
に
参
加
し
て～
春
の
野
辺
山
高
原
を

　
　
　
　
　
　
　
訪
ね
て
～

野辺山宇宙電波観測所

JA全農長野・野辺山駐在所育苗ハウス

平
成
29
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

平
成
29
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

平
成
29
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

平
成
29
年
度

今
井
地
区
を
担
う
方
々

○
鉢
盛
中
学
校　
　
　

　
　
　
全
生
徒　
　
　
４
７
８
名

　
　
　
（
内
今
井
地
区　
　
91
名
）

　
　
　
29
年
度
入
学　
１
５
１
名

　
　
　
（
内
今
井
地
区　
　
30
名
）

○
今
井
小
学
校

　
　
　
全
児
童　
　
　
１
６
５
名

　
　
　
29
年
度
入
学　
　
　
31
名

○
今
井
保
育
園

　
　
　
全
園
児　
　
　
　
　
73
名

　
　
　
29
年
度
入
園　
　
　
26
名

平
成
29
年
度
4
月
入
園・入
学
生
徒
数
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